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膝蓋骨非置換 TKA を受けた 127 例 157 膝を対象とした.使用機種は LCS 56 膝， Genesis 1 48 
膝， NexGen53 膝であった.術前膝蓋骨軸位 X線の膝蓋骨形状を Wiberg 分類と patellar facet angle 
を用いて評価した.術後 1 年の X線で膝蓋骨骨硬化像の grade を 4 段階に分類したまた骨透亮
像出現の有無を評価した.最終経過観察時に痛みに関する電話調査を行なった.
2) 有限要素解析
膝蓋骨非置換 TKA を行った 20 例 20 膝の術前 CT から膝蓋骨モデ、ルを作成した.関節軟骨は厚
さ 3mm の均一な物質と仮定した.モデルの作成および解析には Mechanical Finder EE Ver 6.0 を
使用した. LCS , Genesis 11，および NexGen の CAD データから大腿骨コンポーネントモデルを作
成し.低 (0。から 300 ) 中 (30。から 600 ) 高 (60。から 900 ) それぞれの屈曲角度で接触解析を行
った.コンポーネントと膝蓋骨位置関係は過去の報告に従い，荷重拘束条件は大腿骨コンポーネン





術後骨硬化像 grade 分類の分布は機種間で有意に異なっており Genesis 11 で骨硬化像出現の頻度
が高かった. Genesis 11 と NexGen においては術後の骨硬化像 grade が高いほど術前の patellar
facet angle は小さかったが， LCS ではこの関係は見られなかった. Wiberg 分類と骨硬化像の聞に
は関連は無かった.骨硬透亮像は全体で 11 膝にみられ，骨透亮像出現例はすべての機種において有
意に patellar facet angle が小さかった.術後 anterior knee pain は Genesis 11 の症例において有意
に多かった.
2) 有限要素解析
全ての機種，全ての屈曲角度で patellar facet angle と膝蓋骨相当応力に有意な負の相関を認め
た. Genesis 11 では低および中屈曲角度での相当応力が有意に他の 2 機種より高かった.機種ごと
の有限要素解析の応力分布ノミターンは臨床調査で観察された骨硬化像のパターンと酷似していた.
【考察】
本研究では patellar facet angle が小さい，すなわち鋭角な膝蓋骨では骨硬化が強くなり，膝蓋大
腿関節接触応力も高くなることが示された膝蓋大腿関節接触圧は術後 anterior knee pain の原因
になり得ると言われており， patellar facet angle は膝蓋骨置換非置換を決定する際の有用な情報と
















たモデ、ルで、シミュレーションすることで、 patellar facet angle と人工関節形状が臨床と同様に膝蓋骨内の応力に影響す
ることが確認された。すなわち、骨硬化像と骨透亮像はどちらも骨内の応力集中を反映する病態であり、骨透亮像はよ
り強し、応力で生じることが示唆された。高い膝蓋大腿接触圧は人工関節術後の大きな問題の一つである anterior knee 
pain の原因になると言われており、今回の研究を個人個人の接触圧予測やインプラント開発に応用することで、






臨床に即した内容であり、 anterior knee pain 解決のための新たな知見をもたらした点で重要な研究といえる。
実験方法の正確性:実験は周到に練られた計画のもとに行われ、再現性、正確性が高いと考えられる。また、得られた
データの統計処理も適切になされており、信頼性の高い研究である。
表現の明瞭さ:これまでの問題点を明確に指摘し、研究目的、方法、実験結果、考察を簡潔、明瞭に記載していると考
える。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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